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１．課題の名称等 

研 究 開 発課 題 名 ： 熱可塑性樹脂の燃焼性評価に向けた新展開 

研 究 責 任 者 ： 中村 祐二（豊橋技術科学大学） 

 

２．研究開発の目的 

高分子材は、加工が容易・軽量・高強度・安定などの優れた特徴を有した高発熱量材であり、その

火災危険性を評価することは安全上重要である。しかし、高分子材の特徴（＝溶融部の形成過程の物

理）が顕在化すると、現行の評価法では“結果が試験片形状に応じて変わる”ため火災危険性を適正

に評価できない。結果として、安全確認は現物燃焼試験に頼ることとなり、安全評価コスト高をもたらし

得る。 

本提案では、低圧場を用いて球状火炎を形成させて「溶融相を伴う高分子材の準定常一次元燃焼」

を実現する技術シーズを活用し、試験片形状影響を排除した「高分子材の燃焼性を材料固有の値とし

て提供する」評価法を確立し、上記課題を解決する。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

溶融相を伴う高分子材の準定常一次元燃焼を実現する手段である低圧法の妥当性を調べるため、

微小重力実験施設（コスモトーレ）を活用した微小重力燃焼試験を実施し、低圧法の結果と比較した。

また、目標として掲げた「高分子材の燃焼性を固有値として評価する」ために、従来法よりも簡便な燃

焼中の試料重量変化から直接燃焼速度を求める手法を提案・導入した。その結果、初期試料または

燃焼過程中に溶融試料内部に生成される気泡影響が燃焼速度の算定に大きく影響すること、その影

響を排除すると低圧下での燃焼速度に漸近してゆくことがわかった。この成果により、新たな燃焼性評

価法として国際標準化へと醸成してゆく基盤整備がなされた。 

 

3-2. 今後の展開 

異なる種類の高分子材に対する検証がまだ不十分であるため、その検証実験などを継続して実施

し、検証データとして論文等で公開してゆく。それと並行し、低圧下における in-situ 重量減少測定法の

組み合わせによる燃焼速度計測法に関して、国際標準化に向けた取組を開始する。 


